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こんにちは！２月になりました。暦の上では春ですが、まだまだ寒い日が続いてますね。今年は年明けから、

能登の地震があったり、飛行機事故があったりと何かと心痛めるニュースばかりですが、同じく震災を経験し
た者としては他人事ではないですね。私たちにできることは限られているかもしれませんが、何か支援をと思

うと募金が一番と思っております。市役所などの募金箱や、インターネットでもできる募金など支援の輪が広
がっています。1日も早い復興を願って、今月もしっかりと働いて頑張ろうと思うところであります。
さて、２月はイベントが盛りだくさんです！２月11日（日）の「ちょっとしたパーティー」の他にもワークショップ

などを開催する予定です。ぜひ、どんどん参加してください！着物を販売するだけでなく、お客様が楽しめて
居心地の良い、気軽に足を運んでいただける店づくりをモットーとしております。また、お客様の中で、ご自分

の得意なことでワークショップや体験会を開催したいとご希望の方は、遠慮なく当店スタッフまでお声かけくだ
さい！２月も寒さに負けず、着物生活楽しんでいきましょう！！

＜ ２月のワークショップのご案内 ＞

２月に開催するワークショップや体験会のお知らせです。

いわき店はハーバリウム、原町本店ではつまみ細工を計
画いたしました。どうぞご参加ください！

ハーバリウムワークショップ
ハーバリウムとはガラスの可愛い小瓶にお花を

オイル漬けしたもので、手入れせずともお花の

美しい姿を保ち続けるインテリアフラワーです。
初めての方でも簡単に作ることができますので
どなたでもお気軽にご参加ください。
作ったハーバリウムはお持ち帰りいただけます。

２０２４年２月１９日（月）
午前 １０時３０分〜 午後 ２時〜

各回５名様まで
参加費 ２，０００円

（材料費込み）

申し込みは、お電話か直接ご来店ください。
いわき店 ０２４６―８５―５２９８

つまみ細工ワークショップ
小さな布を『折り』『つまみ』複数を組み合わせ
て四季折々の花鳥風月を形作り、櫛やかんざし
を華やかに彩る江戸時代から伝わる東京都指
定の伝統工芸です。今回はちりめんの生地を
使って帯留めを作るワークショップです。

２０２４年２月２９日（木）
午前 １０時３０分〜
午後 ２時〜

各回５名様まで
参加費 １，０００円
（材料費込み）

申し込みは、お電話か直接ご来店ください。
原町本店 ０２４４―２４―２９２９

いわき店 原町本店



＜ 帯留め制作体験会 ＞

＜きもの語 辞典＞ けの巻

今回おススメする商品は、足袋インナー「ヒート+
ふぃっと」のハイソックスタイプです。なんと！オス
スメコーナーに２度目の登場となります！そこまでし
てもオススメしたい理由はズバリ！足元が暖かいから
です！真冬の足袋は足元が寒くて辛いものですが、こ
のハイソックスを履いてからは、足元が暖かく寒い季
節の着物生活には欠かせない一品となりました。東レ
が開発した発熱・保温効果のあるソフトタッチの新素
材ソフトサーモ(R)を使用した足袋インナーは、京都の
寒い冬を優雅に歩く舞妓さん達の声から生まれました。
ハイソックスタイプは伸縮性に優れたストレッチ素材
で程よいフィット感があり、ヒザ下からつま先まで
あったかく包んでくれます。また、裾からのぞいても
目立ちにくい肌色になっている親切設計です。寒さ厳
しいこの季節、手足の冷たさはこたえますよね。重ね
履きで普段の足袋がきつく感じる場合は、ワンサイズ
上の足袋を履かれることをお勧めします。

・・・女将のつぶやき・・・・

お正月休みは皆様いかがお過ごしでしたか？私はなんとも忙しいお正月休みとなりまし
た。仕事で忙しいのとはまた違い、家にいるとなんとやることの多いこと！普段からの
掃除好きなので大掃除はあえてしませんでしたが、神棚などは綺麗にし大晦日からは台
所の住人となりました。こんなにお料理したのはいつぶり？？なくらい頑張ってお料理
しました。作るのは時間がかかりますが、食べるのは一瞬ですね・・・元旦は家族全員
お着物で。長女が海外から戻って来たので、２年ぶりに家族全員揃いました。玄関飾り
がクリスマスリースなのは、後から気づいたので勘弁してください（笑）

12月に原町本店にて帯留め制作体験会を開催しました。京都西陣の高山工房さん
の螺鈿や金粉、押し花などを使用してオリジナルの帯留めを制作しました。

着物に関して、わからない言葉や知りたい言葉など

たくさんあると思います。専門用語が飛び交う中
で？？に思うことも多々ありますよね。そんな着物に
まつわる言葉を集めて簡単にご紹介していくコーナー
です。

＜下駄（げた）＞木製の「台」に「花緒」がすげてある伝統
的な履物。「歯」が付いた駒下駄、のめり下駄の他、底裏にゴムを
貼った右近下駄、舟形下駄などがあります。台は「白木」「塗り」
「焼き」など、台にも様々な種類があります。フォーマル以外の装
いに合わせます。

＜剣先（けんさき）＞着物の部分名称の一つです。衽（お
くみ）の上（胸元）部分で、前身頃と衿に挟まれた尖った部分を言
います。

＜源氏香（げんじこう）＞香道で『源氏物語』五十四帖
にちなんだ組み香「源氏香」に用いられる香の図（符号）を文様化
したものです。幾何学的なデザイン性の高さに加え、典雅な物語性
を感じさせる文様として、古くから着物や家紋、和菓子などにも用
いられてきました。

今月のおススメ！

はじめに、天目染め

の生地や、絞りの生
地などで加工してあ
る台の中からベース
になる物を選びます。
形も楕円や四角など

がありました。

次に、螺鈿のかけらを

のせていきます。螺鈿
は白蝶貝や黒蝶貝があ
り、それぞれ色味や光
方が違います。バラン
スよくのせるのが難し

い・・・

最後に、金粉や銀粉を

パラパラとふりかけて
いきます。あまり量が
多いとせっかくの螺鈿
が見えなくなってしま
うので、程よく振りか

けるのにコツがいりま
す。

みなさんそれぞれの帯

留めが完成しました。
仕上げは、高山工房さ
んがコーティング加工
をしてくださいます。
華やかな帯留は、これ

からの季節に活躍しそ
うですね。

足袋インナー

ヒート+ふぃっと
ロング

1,100円（税込）


